
 

 

 

2018年 10月 18日 

 

報道関係各位 

大和ハウス工業株式会社 

代表取締役社長 芳井敬一 

大阪市北区梅田 3-3 -5 

 

住宅・建設・不動産業界初 

「イクメン企業アワード２０１８」でグランプリを受賞しました 

 

大和ハウス工業株式会社（本社：大阪市、社長：芳井敬一）は、共働き世帯のために家事の時間的・

心理的負担を軽減する戸建住宅「家事シェアハウス」の提案が評価され、厚生労働省が主催する「イク

メン企業アワード 2018」において、理解促進部門でグランプリを受賞しました。 

今後も当社は、事業を通じて社会課題の解決に取り組むとともに、多様な人財が活躍できるダイバー

シティ経営の強化に努めていきます。 
 

 

■「家事シェアハウス」について 

「家事シェアハウス」は、2016 年 11 月、当社が

提案を開始した共働き世帯のために家事の時間的・

心理的負担を軽減する戸建住宅です。家事と仕事を

両立する女性社員が「夫が協力的なのに負担が減ら

ない」ことに疑問を呈し、夫や子どもたちがこれま

で意識が低かった家事にも自然と参画することを目

的に誕生しました。 

本提案では、家事に対する妻と、夫の認識の違い

を調査し、見落とされがちな家事を「名もなき家事」

として可視化。単に家事を分担するのではなく、家

事をまるごと家族全員で「シェア」することで家事

負担を軽減するための工夫やアイテムを盛り込んで

います。 

 

 
【家事シェアハウス】 

■ホームページ 

 https://www.daiwahouse.co.jp/jutaku/lifestyle/kajishare/ 
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■選考委員からの評価コメント 

 ～男性が家事に参画しやすい住まいを提案～ 

家事を家族が分担して行うことを前提に、スペース配分や家事動線を見直した新しいコンセプト

に基づく設計の戸建住宅「家事シェアハウス」で、新たなライフスタイルの訴求を通じて、広く社

会に、家事や子育てを女性だけのものにせず、男性も当事者であることの理解を促進。男性や子ど

も自身が家事等に参画しやすい方法を、自社の商品を通して伝えている点、共働き家庭ならではの

日々の悩みの解決に寄り添う姿勢を評価。 

http://www.daiwahouse.com/sustainable/social/employee/diversity/


 

 
 

●「イクメン企業アワード」について 

「イクメン企業アワード」は、厚生労働省が主催する育児を積極手に行う 

男性「イクメン」を応援し、男性の育児休業取得を促進するためのプロジェク

トです。2013年から開始し、6回目となりますが、今回から「両立支援部門」

に加えて、「理解促進部門」が新設されました。 

「両立支援部門」では、男性従業員の育児と仕事の両立を推進し、業務改善

を図る企業を表彰します。「理解促進部門」では、男性が家事や育児に積極的・

日常的に参画することを促す企業の対外的取り組みを表彰します。 

 

以  上 

 

お問い合わせ先 

広報企画室 広報グループ     06（6342）1381 

      東京広報グループ   03（5214）2112 

 

 

 
【「イクメン企業アワード 2018」受賞式】 

（真ん中：厚生労働大臣 根本匠様、右から二番目：執行役員 人事部長 能村盛隆） 
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